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今月号で特集する水素エネルギーの利活用は、環境意識の高
まりを受けて最近、目にしない日はないほど注目されている話
題である。鉄鋼業界としても水素社会に向けたインフラを始め
とする新たな鉄需への期待と共に、我々自身も水素還元製鉄と
いった製鉄技術の大転換が社会から期待されている。これらの
期待は、前者が主に発電用エネルギー源、後者がいわゆる還元
材と異なるものの、共に地球温暖化ガスの排出を伴う炭素社会
からの脱却を目指す流れに由来する。しかし問題は、水素が炭
素のように単体では存在せず、大量製造・輸送にコストがかか

ることにある。
ところが目を転じると、実は宇宙の構成元素は重量比で約

3/4が水素、約1/4がヘリウムで、この比率はビッグバンから殆
ど変わっていないそうである。我々は全ての元素が恒星内部の
核融合や超新星の爆発、最近では中性子星の合体で種々生まれ
たと聞いているが、宇宙規模では微々たるものらしい。即ち、
我々の周りには（とは言っても星間ガスや星の雲としてだが）
有り余るほど水素が単体で存在している。何とかこれらを利用
して水素社会を築けないものか。� （S.A.）
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